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持
っ
て
出
荷
し
て
い
く
。
長
く

続
く
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」と

力
強
い
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
石
川
県
本
部
は
今
後
も
生
産

者
の
手
取
り
最
大
化
、
県
産
青

果
物
の
消
費
拡
大
に
向
け
て

「
五
郎
島
金
時
」だ
け
で
な
く
、

そ
の
他
県
産
青
果
物
に
つ
い
て

も
輸
出
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま

す
。

サ
ー
」と
い
う
名
称
を
前
面
に
出

し
、
飲
料
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
で
、
新
た
な
商
品
価
値
を
創

出
し
ま
し
た
。発
売
に
当
た
り
、

特
設
H
P
で
は
産
地
や
生
産
者

の
想
い
を
発
信
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
交
流
サ
イ
ト（
S
N
S
）

で
は「
あ
ぐ
ー
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

セ
ッ
ト
と
ヒ
ラ
ミ
ン
」が
当
た
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
企
画
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
も「
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
は
さ
ま
ざ
ま

な
商
品
を
通
じ
て
、
全
国
の
特

徴
あ
る
農
畜
産
物
の
産
地
を
応

援
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

News!

News!

「五郎島金時」香港へ輸出

「ニッポンエール 沖縄県産完熟シークヮーサー」を発売

300年の伝統を持つサツマイモ海外へ

「ニッポンエールプロジェクト」第3弾

石川県本部

営業開発部

　

石
川
県
本
部
は
、J
A
金
沢
市
、
全
農
輸
出
対
策
部
、J
A
全
農

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
香
港
と
連
携

し
、
石
川
県
を
代
表
す
る
サ
ツ
マ
イ
モ「
五
郎
島
金
時
」の
香
港
輸

出
を
1
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　
全
農
は
2
0
2
1
年
6
月
か
ら
全
国
の
産
地
を
応
援
す
る「
ニ
ッ

ポ
ン
エ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。2
月
14
日
、

ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
3
弾
商
品
と
な
る「
ニ
ッ
ポ

ン
エ
ー
ル 

沖
縄
県
産
完
熟
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
」を
伊
藤
園
か
ら
発
売

し
ま
し
た
。

　
加
賀
野
菜
の
一
つ「
五
郎
島

金
時
」は
、
石
川
県
内
を
は
じ

め
、
関
東
や
関
西
市
場
な
ど
へ

も
出
荷
し
て
い
ま
す
が
、
新
た

な
販
路
と
し
て
今
年
度
か
ら
輸

出
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。J
A

グ
ル
ー
プ
石
川
が
県
産
青
果
物

を
直
接
輸
出
す
る
取
り
組
み

は
、
今
回
が
初
め
て
と
な
り
ま

す
。

　

生
産
者
か
ら
は「
自
信
を

　
「
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル 

沖
縄
県

産
完
熟
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
」は
、

酸
味
が
少
な
く
ま
ろ
や
か
で
、

甘
酸
っ
ぱ
い
味
わ
い
が
楽
し

め
る
清
涼
飲
料
水
で
す
。
シ
ー

ク
ヮ
ー
サ
ー
は
通
常
、
8
～
11

月
の
緑
色
の
時
期
に
収
穫
し
ま

す
が
、
労
働
力
不
足
や
天
候
の

影
響
で
収
穫
で
き
な
か
っ
た
果

実
は
、
木
な
り
の
ま
ま
完
熟
し

ま
す
。完
熟
し
た
果
実
は
、酸
度

が
落
ち
着
き
、
糖
度
が
増
す
こ

と
で
ま
ろ
や
か
な
味
わ
い
に
変

化
し
ま
す
が
、
傷
み
や
す
い
た

め
流
通
・
販
売
が
困
難
で
、
ほ

と
ん
ど
が
県
内
で
の
消
費
に
留

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、「
完
熟
シ
ー
ク
ヮ
ー

輸
出
に
向
け
決
意
を
述
べ
る
J
A
金
沢
市

五
郎
島
さ
つ
ま
い
も
部
会
・
酒
栄
優
次
部
会

長

香
港
の
店
頭
に
並
ぶ
五
郎
島
金
時

詳細は
公式ホームページの
「お知らせ」を
ご覧下さい
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穀
園
芸
部
長
か
ら
優
勝
チ
ー
ム

へ「
富
富
富
」60
ｋｇ
、準
優
勝
チ
ー

ム
へ「
富
富
富
」40
ｋｇ
、３
位
の

チ
ー
ム
へ
は「
富
富
富
」パ
ッ
ク

ご
は
ん
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
大
会
の
最
後
に
、「
と
や
ま
食

の
王
国
大
使
ふ
ふ
ふ
」の
大
田
梨

花
さ
ん
が「
富
富
富
」を
紹
介
し
、

「
ぜ
ひ
富
富
富
を
は
じ
め
と
し
た

富
山
の
お
米
を
た
く
さ
ん
食
べ

て
、
健
康
な
体
作
り
を
し
て
ス

ポ
ー
ツ
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
」と

選
手
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

り
ま
し
た
。

News!

「富山県春季ミニバスケットボール大会」に協賛
「食」を通じて、スポーツに取り組む子どもたちを応援 富山県本部

　
富
山
県
本
部
は
、第
45
回
富
山
県
春
季
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
に
協
賛
し
ま
し
た
。
1
月
30
日
に
は
、
富
山
県
西
部
体
育
セ
ン

タ
ー
で
準
決
勝
・
決
勝
戦
が
行
わ
れ
、入
賞
し
た
チ
ー
ム
へ
富
山
県

産
米「
富ふ

ふ

ふ
富
富
」を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
本
大
会
は
3
月
末
に
東
京
都

で
行
わ
れ
る「
第
53
回
全
国
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」の

県
予
選
も
兼
ね
て
開
催
さ
れ
て

お
り
、
選
手
た
ち
は
全
国
大
会

出
場
を
目
指
し
白
熱
し
た
戦
い

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
決
勝
戦

で
は
、男
子
は「
入
善
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
」が
、女
子
は「
黒
部
レ
イ
ン

ボ
ー
ズ
」が
優
勝
を
果
た
し
、見

事
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に

し
ま
し
た
。

　
閉
会
式
で
は
、
中
野
裕
司
米優勝チームへ富山県産米「富富富」６０ｋｇを

贈呈

全
国
大
会
出
場
に
向
け
、熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た

た
り
ま
し
た
。未
経
験
な
が
ら
、

「
生
産
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
」

と
い
う
山
口
さ
ん
は
、
初
日
は

作
業
着
の
着
方
や
作
業
の
流
れ

な
ど
を
学
び
、
緊
張
し
た
面
持

ち
で
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

「
一
日
中
立
ち
っ
ぱ
な
し
で
大
変

な
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、
一
つ
の
こ
と

を
黙
々
と
や
る
作

業
が
好
き
な
の
で
、

私
に
は
向
い
て
い

る
と
思
う
」と
笑
顔

で
話
し
ま
す
。

　
農
業
現
場
で
の

労
働
力
不
足
は
特

に
課
題
で
す
。
広

島
県
本
部
は
、
一

件
で
も
多
く
の
現

場
で
マ
ッ
チ
ン
グ

を
成
立
さ
せ
、
農

家
の
労
働
力
支
援

に
つ
な
げ
た
い
と

取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

News!

広がる農業労働力支援、参加相次ぐ
労働力不足を補う労働力派遣を推進 広島県本部

　
広
島
県
本
部
は
人
材
派
遣
会
社
の
バ
ン
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
㈱
を
パ
ー

ト
ナ
ー
企
業
と
し
、２
０
２
０
年
11
月
か
ら
農
業
労
働
力
派
遣
へ
の
取

り
組
み
を
始
め
、22
年
1
月
ま
で
に
合
計
13
人
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
現

し
て
い
ま
す
。

　
広
島
県
北
部
に
位
置
す
る
Ｊ

Ａ
庄
原
で
は
、
11
月
か
ら
12
月

末
ま
で
広
島
菜
漬
の
出
荷
が

ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
高
校
生

の
山
口
優
花
さ
ん（
18
）は
同

派
遣
会
社
の
紹
介
で
、
広
島
菜

漬
の
加
工
・
袋
詰
め
作
業
に
当

山口さんの作業風景（写真中央、庄原市で）
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農
業
共
同
利
用
施
設
は
、
収
穫
後
の
作
業

を
集
約
し
、
機
械
化
と
共
同
利
用
に
よ
る
合

理
化
で
、
生
産
者
の
労
力
軽
減
や
荷
造
り
調

製
に
関
わ
る
コ
ス
ト
低
減
な
ど
の
効
果
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
課
題
の一
つ
に「
老
朽
化
に

応
じ
た
機
能
維
持
の
た
め
の
コ
ス
ト
負
担
」が
あ

り
ま
す
。

　
施
設
農
住
部
で
は
、
こ
の
課
題
解
決
を
支
援

す
る
た
め「
共
乾
施
設
保
守
管
理
講
習
会
」を

開
催
し
て
い
ま
す
。「
極
力
自
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

で
き
る
技
術
水
準
を
得
る
こ
と
」を
目
的
と
し
、

J
A
の
共
乾
施
設
担
当
者
を
対
象
に
、
保
守

管
理
に
関
わ
る
取
り
組
み
の
相
互
発
表
や
意
見

交
換
、
点
検
整
備
に
関
わ
る
基
本
作
業
実
習

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
に
よ
り
、
昨
年
度
に
続
き
、
今
年
度
も

W
e
b
を
活
用
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
Ｊ
Ａ
の
農
業
施
設
運
営
を
支
援
す
る
講

習
会
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

回
る
収
量
を
成
し
遂
げ
ま
し
た（
栽
培
面
積
当

た
り
、
栃
木﹇
ト
マ
ト
﹈43
・
2
㌧
/
10
㌃
、

高
知﹇
ナ
ス
﹈35
・
0
㌧
/
10
㌃
、
佐
賀﹇
キ
ュ

ウ
リ
﹈56
・
2
㌧
/
10
㌃
）。

　
今
後
は
、
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
を
研
修
拠
点

と
し
た
人
材
育
成
お
よ
び
、
こ
の
実
証
で
培
っ

た
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
面
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な

技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
凝
縮
し
た「
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム

全
農
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」の
普
及
拡
大
へ
注
力
し
て
い

く
と
と
も
に
、施
設
園
芸
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　
全
農
・
農
研
機
構
・
ク
ボ
タ
が
開
発
し
た「
タ

マ
ネ
ギ
直
播
栽
培
用
の
作
業
機
」が
、
内
容
に

優
れ
社
会
的
関
心
が
高
い
成
果
と
し
て
、
農

林
水
産
省
発
表
の
2
0
2
1
年
農
業
技
術
10

大
ニ
ュ
ー
ス
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
タ
マ
ネ
ギ
直
播
栽
培
は
、
育
苗
・
苗
移
植

作
業
が
不
要
と
な
り
、
生
産
費
や
労
働
時
間

を
削
減
で
き
る
技
術
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
作
業
機
は
直
播
栽
培
の
課
題
で
あ
っ

た
出
芽
や
初
期
生
育
を
改
善
し
、
水
田
転
換

畑
で
の
利
用
に
も
適
し
て
い
ま
す
。
直
播
栽

培
に
使
用
で
き
る
登
録
除
草
剤
の
近
年
の
拡

大
と
相
ま
っ
て
、
タ
マ
ネ
ギ
直
播
栽
培
の
普
及

拡
大
に
よ
り
、

生
産
者
手
取

り
の
向
上
や
水

田
の
高
度
利

用
に
よ
る
露
地

園
芸
の
生
産

振
興
に
寄
与

す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
高
度
施
設
園
芸
推
進
室
は
、
2
0
1
4
年

か
ら
大
規
模
多
収
栽
培
技
術
の
確
立
・
普
及

と
、
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た「
ゆ
め
フ
ァ
ー

ム
全
農
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
夏
、
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
3
圃
場
全
て
で
目

標
収
量
を
達
成
し
、
国
内
平
均
を
大
幅
に
上

　
全
農（
の
前
身
で
あ
る
全
購
連
）が
昭
和
45

（
1
9
7
0
）年
に「
土
づ
く
り
運
動
要
領
」を

制
定
し
て
か
ら
50
年
以
上
が
経
ち
ま
す
。毎
年
、

施
肥
診
断
技
術
者
養
成
講
習
会
を
開
催
し
、

土
壌
分
析
と
そ
れ
に
基
づ
く
施
肥
改
善
指
導

を
行
え
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る

他
、
全
農
広
域
土
壌
分
析
セ
ン
タ
ー（
全
国
9

カ
所
）で
は
、
年
間
11
万
6
千
点（
令
和
2
年

度
実
績
）の
土
壌
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。
土

壌
分
析
に
基
づ
く「
適
正
施
肥
」の
実
践
は
、

作
物
の
収
量
・
品
質
を
保
ち
つ
つ
過
剰
な
施
肥

コ
ス
ト
を
抑
制
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

　
令
和
3
年
度
は
、
12
月
に「
全
国
土
づ
く
り

大
会
2
0
2
1
〜
未
来
の
食
の
た
め
に
〜
」を

開
催
し
、
We
b
参
加
も
含
め
2
0
0
人
を
超

え
る
方
が
参
加
し
ま
し
た
。
全
国
の
優
良
事
例

の
表
彰
と
事
例
発
表
、
3
人
の
講
師
に
よ
る
基

調
講
演
、
全
農
の
取
り
組
み
紹
介
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

　
土
づ
く
り
の
意
義
や
価
値
を
広
く
発
信
す
る

た
め
に
も
、
こ
の
大
会
で
紹
介
し
た
優
良
事
例

や
基
調
講
演
の
内
容
に
つ
い
て
、
動
画
投
稿
サ

イ
ト
Y
o
u
T
u
b
e
で
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
肥
料
・
農
薬
・
資
材
を
対
象
に
、①
J
A
な

ら
で
は
の
売
り
場
作
り
・
店
作
り
に
よ
る
組
合

員
満
足
度
向
上
、②
早
期
陳
列
に
よ
る
実
績
拡

大
、③
J
A
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
の
陳
列
強
化
に
よ

る
競
合
店
と
の
差
別
化
、④
大
会
を
通
じ
た

J
A
グ
ル
ー
プ
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
目

的
に
、
J
A
資
材
店
舗
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
る
大
会
と
し
て
昨
年
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で

2
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
前
大
会
に
参
加
し
た
店
舗
か
ら
は
、
大
会
を

き
っ
か
け
に「
店
舗
ス
タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

向
上
、
意
識
改
革
、
P
O
P
作
成
技
術
の
向

上
な
ど
に
つ
な
が
っ
た
」と
の
声
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
組
合
員
か
ら
支

持
さ
れ
る
J
A
な
ら
で
は
の
店
舗
づ
く
り
を
目

標
に
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
し
ま
す
。

　
J
A
グ
ル
ー
プ
で
は
、
肥
料
・
農
薬
な
ど
生

産
資
材
の
受
発
注
業
務
の
改
善
を
目
的
に
受

発
注
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
普
及
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
す
で
に
導
入
を
進
め
て
い
る「
J
A
の

W
E
B
注
文
機
能
」に
加
え
て
、「
組
合
員
か

ら
の
受
注
機
能
」の
1
次
開
発
を
完
了
し
ま
し

た
。
こ
の
機
能
は
、
組
合
員
が
自
分
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
肥
料
・
農
薬
な
ど
を
J
A

に
注
文
す
る「
組
合
員
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
注

文
」や
、
J
A
職
員
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
操

作
し
て
商
品
の
検
索
や
組
合
員
か
ら
受
注
す
る

「
J
A
に
よ
る
モ
バ
イ
ル
受
注
」に
対
応
し
て
い

ま
す
。

　
現
在
は
先
行
モ
デ
ル
J
A
で
の
テ
ス
ト
利
用

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
テ
ス
ト
利
用
の

結
果
を
踏
ま
え
、
必
要
な
シ
ス
テ
ム
対
応
や
手

続
き
の
整
理
を
行
っ
た
上
で
、
組
合
員
の
利
便

性
向
上
に
貢
献
す
る
べ
く
導
入
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。
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農
業
共
同
利
用
施
設
は
、
収
穫
後
の
作
業

を
集
約
し
、
機
械
化
と
共
同
利
用
に
よ
る
合

理
化
で
、
生
産
者
の
労
力
軽
減
や
荷
造
り
調

製
に
関
わ
る
コ
ス
ト
低
減
な
ど
の
効
果
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
課
題
の一
つ
に「
老
朽
化
に

応
じ
た
機
能
維
持
の
た
め
の
コ
ス
ト
負
担
」が
あ

り
ま
す
。

　
施
設
農
住
部
で
は
、
こ
の
課
題
解
決
を
支
援

す
る
た
め「
共
乾
施
設
保
守
管
理
講
習
会
」を

開
催
し
て
い
ま
す
。「
極
力
自
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

で
き
る
技
術
水
準
を
得
る
こ
と
」を
目
的
と
し
、

J
A
の
共
乾
施
設
担
当
者
を
対
象
に
、
保
守

管
理
に
関
わ
る
取
り
組
み
の
相
互
発
表
や
意
見

交
換
、
点
検
整
備
に
関
わ
る
基
本
作
業
実
習

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
2
年
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
初
め
て
W
e
b
を
活

用
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
Ｊ
Ａ

の
農
業
施
設
運
営
を
支
援
す
る
講
習
会
の
実

施
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

回
る
収
量
を
成
し
遂
げ
ま
し
た（
栽
培
面
積
当

た
り
、
栃
木﹇
ト
マ
ト
﹈43
・
2
㌧
/
10
㌃
、

高
知﹇
ナ
ス
﹈35
・
0
㌧
/
10
㌃
、
佐
賀﹇
キ
ュ

ウ
リ
﹈56
・
2
㌧
/
10
㌃
）。

　
今
後
は
、
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
を
研
修
拠
点

と
し
た
人
材
育
成
お
よ
び
、
こ
の
実
証
で
培
っ

た
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
面
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な

技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
凝
縮
し
た「
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム

全
農
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」の
普
及
拡
大
へ
注
力
し
て
い

く
と
と
も
に
、施
設
園
芸
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　
全
農
・
農
研
機
構
・
ク
ボ
タ
が
開
発
し
た「
タ

マ
ネ
ギ
直
播
栽
培
用
の
作
業
機
」が
、
内
容
に

優
れ
社
会
的
関
心
が
高
い
成
果
と
し
て
、
農

林
水
産
省
発
表
の
2
0
2
1
年
農
業
技
術
10

大
ニ
ュ
ー
ス
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
タ
マ
ネ
ギ
直
播
栽
培
は
、
育
苗
・
苗
移
植

作
業
が
不
要
と
な
り
、
生
産
費
や
労
働
時
間

を
削
減
で
き
る
技
術
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
作
業
機
は
直
播
栽
培
の
課
題
で
あ
っ

た
出
芽
や
初
期
生
育
を
改
善
し
、
水
田
転
換

畑
で
の
利
用
に
も
適
し
て
い
ま
す
。
直
播
栽

培
に
使
用
で
き
る
登
録
除
草
剤
の
近
年
の
拡

大
と
相
ま
っ
て
、
タ
マ
ネ
ギ
直
播
栽
培
の
普
及

拡
大
に
よ
り
、

生
産
者
手
取

り
の
向
上
や
水

田
の
高
度
利

用
に
よ
る
露
地

園
芸
の
生
産

振
興
に
寄
与

す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
高
度
施
設
園
芸
推
進
室
は
、
2
0
1
4
年

か
ら
大
規
模
多
収
栽
培
技
術
の
確
立
・
普
及

と
、
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た「
ゆ
め
フ
ァ
ー

ム
全
農
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
夏
、
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
3
圃
場
全
て
で
目

標
収
量
を
達
成
し
、
国
内
平
均
を
大
幅
に
上

　
全
農（
の
前
身
で
あ
る
全
購
連
）が
昭
和
45

（
1
9
7
0
）年
に「
土
づ
く
り
運
動
要
領
」を

制
定
し
て
か
ら
50
年
以
上
が
経
ち
ま
す
。毎
年
、

施
肥
診
断
技
術
者
養
成
講
習
会
を
開
催
し
、

土
壌
分
析
と
そ
れ
に
基
づ
く
施
肥
改
善
指
導

を
行
え
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る

他
、
全
農
広
域
土
壌
分
析
セ
ン
タ
ー（
全
国
9

カ
所
）で
は
、
年
間
11
万
6
千
点（
令
和
2
年

度
実
績
）の
土
壌
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。
土

壌
分
析
に
基
づ
く「
適
正
施
肥
」の
実
践
は
、

作
物
の
収
量
・
品
質
を
保
ち
つ
つ
過
剰
な
施
肥

コ
ス
ト
を
抑
制
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

　
令
和
3
年
度
は
、
12
月
に「
全
国
土
づ
く
り

大
会
2
0
2
1
〜
未
来
の
食
の
た
め
に
〜
」を

開
催
し
、
We
b
参
加
も
含
め
2
0
0
人
を
超

え
る
方
が
参
加
し
ま
し
た
。
全
国
の
優
良
事
例

の
表
彰
と
事
例
発
表
、
3
人
の
講
師
に
よ
る
基

調
講
演
、
全
農
の
取
り
組
み
紹
介
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

　
土
づ
く
り
の
意
義
や
価
値
を
広
く
発
信
す
る

た
め
に
も
、
こ
の
大
会
で
紹
介
し
た
優
良
事
例

や
基
調
講
演
の
内
容
に
つ
い
て
、
動
画
投
稿
サ

イ
ト
Y
o
u
T
u
b
e
で
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
肥
料
・
農
薬
・
資
材
を
対
象
に
、①
J
A
な

ら
で
は
の
売
り
場
作
り
・
店
作
り
に
よ
る
組
合

員
満
足
度
向
上
、②
早
期
陳
列
に
よ
る
実
績
拡

大
、③
J
A
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
の
陳
列
強
化
に
よ

る
競
合
店
と
の
差
別
化
、④
大
会
を
通
じ
た

J
A
グ
ル
ー
プ
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
目

的
に
、
J
A
資
材
店
舗
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
る
大
会
と
し
て
昨
年
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で

2
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
前
大
会
に
参
加
し
た
店
舗
か
ら
は
、
大
会
を

き
っ
か
け
に「
店
舗
ス
タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

向
上
、
意
識
改
革
、
P
O
P
作
成
技
術
の
向

上
な
ど
に
つ
な
が
っ
た
」と
の
声
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
組
合
員
か
ら
支

持
さ
れ
る
J
A
な
ら
で
は
の
店
舗
づ
く
り
を
目

標
に
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
し
ま
す
。

　
J
A
グ
ル
ー
プ
で
は
、
肥
料
・
農
薬
な
ど
生

産
資
材
の
受
発
注
業
務
の
改
善
を
目
的
に
受

発
注
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
普
及
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
す
で
に
導
入
を
進
め
て
い
る「
J
A
の

W
E
B
注
文
機
能
」に
加
え
て
、「
組
合
員
か

ら
の
受
注
機
能
」の
1
次
開
発
を
完
了
し
ま
し

た
。
こ
の
機
能
は
、
組
合
員
が
自
分
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
肥
料
・
農
薬
な
ど
を
J
A

に
注
文
す
る「
組
合
員
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
注

文
」や
、
J
A
職
員
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
操

作
し
て
商
品
の
検
索
や
組
合
員
か
ら
受
注
す
る

「
J
A
に
よ
る
モ
バ
イ
ル
受
注
」に
対
応
し
て
い

ま
す
。

　
現
在
は
先
行
モ
デ
ル
J
A
で
の
テ
ス
ト
利
用

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
テ
ス
ト
利
用
の

結
果
を
踏
ま
え
、
必
要
な
シ
ス
テ
ム
対
応
や
手

続
き
の
整
理
を
行
っ
た
上
で
、
組
合
員
の
利
便

性
向
上
に
貢
献
す
る
べ
く
導
入
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。
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全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
香

港
は
、
日
本
産
農
畜
産
物
の
販

売
拡
大
を
目
指
し
、
香
港
を
主

な
営
業
拠
点
と
し
て
2
0
1
8

年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年

は
マ
カ
オ
に
支
店
を
設
立
し
、

現
地
で
の
営
業
活
動
を
拡
大
し

て
い
ま
す
。

　
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
日

本
と
香
港
間
で
の
往
来
が
難
し

い
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
前
は
年
間

2
2
0
万
人
以
上
の
香
港
か
ら

の
観
光
客
が
日
本
の
あ
ら
ゆ
る

地
域
を
訪
問
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
香
港
の
街
中
に
は
日
本

産
品
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

だ
け
に
、競
争
も
激
し
く〝
た
だ
、

お
い
し
い
〞と
い
う
よ
う
な
セ
ー

ル
ス
ト
ー
ク
で
は
バ
イ
ヤ
ー
に
響

か
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
サ
イ
ズ

や
形
に
加
え
、
そ
の
商
品
の
背

景
ま
で
説
明
で
き
る
よ
う
で
な

く
て
は
成
約
し
な
い
厳
し
い
市

場
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
現
地

法
人
の
役
割
が
あ
り
農
家
組
合

員
・
J
A
の
皆
さ
ま
に
代
わ
っ

て
説
明
が
で
き
る
よ
う
日
々
勉

強
し
な
が
ら
商
談
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
環
境
で
す
が
、

J
A
グ
ル
ー
プ
だ
か
ら
で
き
る

試
み
と
し
て
、
各
産
地
の
サ
ツ

マ
イ
モ
を
香
港
で
袋
詰
め
し
て
産

地
リ
レ
ー
出
荷
を
開
始
し
、
大

変
好
評
で
す
。
今
後
は
多
品
目

に
も
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
お
客
さ
ま
と

直
接
つ
な
が
り
を
持
て
る
E
C

シ
ョ
ッ
プ（
J
A
S
H
O
P 

H

K
）を
運
営
し「
１
０
０
箱
の
ブ

ド
ウ
を
贈
答
用
で
準
備
し
て
ほ

し
い
」と
い
っ
た
オ
ー
ダ
ー
に
も

対
応
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
現
地
の
大
手
食
品

企
業
と
共
同
で
日
本
米
炊
飯
セ

ン
タ
ー
を
稼
働
さ
せ
、
日
本
米

の
お
い
し
さ
を
前
面
に
出
し
た
弁

当
の
販
売
事
業
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
後
は
飲
食
店
や
学

校
給
食
に
も
日
本
産
の
炊
飯
米

が
供
給
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
農
家
組
合
員
の
皆
さ

ま
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
販
売

拠
点
と
し
て
、
営
業
活
動
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
香
港

香
港
･マ
カ
オ
で
日
本
産
農
畜
産
物
の
販
売
拡
大
目
指
す

日
本
産
米
飯
の
供
給
や
E
C
ショッ
プ
も
展
開

　サンドイッチといえば、タマゴサンドやカツサンド、そして最近「萌え断」で話
題のフルーツサンドだと思いますが、香港ではいろいろな組み合わせのサンド
イッチを提供するレストランがあります。今回、紹介したいのは香港の「茶餐廳
（※）」でしか食べられないコンビーフとチーズのサンドイッチ。塩気のあるコンビー
フがチーズのまろやかな味と交わり、何枚でも食べられそうなおいしさです。せっ
かくなら1ドルプラスして烘底(ホットサンド)にしてもらうのもいいですよ。ドリン
ク付き35ドル（約520円）で午後のおやつにおすすめです。

イチオシ現地食ス タ ッ フ に 聞 く

現地のスタッフ
香港でのサツマイモの袋詰め

各産地のサツマイモのラベル

チャーチャンテン

※茶餐廳：香港･マカオの都市で一般的な、喫茶･軽食を兼ねた飲食店のこと
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概要 令和3年3月31日現在

正組合員数� 1289人
准組合員数� 1342人
職員数� 54人
販売品取扱高� 12億６千万円
購買品取扱高� 6億9千万円
貯金残高� 182億7千万円
長期共済保有高� 485億６千万円
主な農畜産物� イチゴ、タマネギ、米、

麦、大豆、ハトムギ

担
当
者
は
こ
れ
ま
で
、
栽
培
計

画
や
栽
培
記
録
の
よ
う
な
管

理
情
報
、
ま
た
、
台
風
対
策
の

よ
う
な
急
を
要
す
る
情
報
提

供
を
、
紙
面
配
布
と
電
話
連
絡

で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
タ
イ
ム

リ
ー
さ
を
要
求
さ
れ
る
情
報
収

集
と
情
報
提
供
に
手
間
と
時
間

が
か
か
る
こ
と
で
、
組
合
員
と

J
A
担
当
者
の
負
担
と
な
り
、

営
農
活
動
の
効
率
化
を
阻
害
し

て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
組
合
組
織
向
け
に

設
計
さ
れ
た
営
農
活

動
を
支
援
す
る
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
「
あ

い
作
R
」を
導
入
し

ま
し
た
。「
あ
い
作
」

は
組
合
員
と
Ｊ
Ａ
の

間
で
行
わ
れ
る
業
務

に
沿
っ
て
シ
ス
テ
ム

化
さ
れ
て
お
り
、
新

た
な
業
務
を
追
加
す
る
こ
と
な

く
、
既
存
業
務
と
併
存
利
用
が

可
能
で
、
導
入
コ
ス
ト
が
低
い

こ
と
が
魅
力
で
し
た
。
ま
た
、

組
合
員
と
Ｊ
Ａ
担
当
者
が
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
使
っ
て
簡
単
に
入
力
で

き
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
利

点
に
よ
り
、
情
報
収
集
と
情
報

提
供
を
含
め
て
情
報
共
有
が
容

易
に
な
り
、
双
方
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
促
進
さ
れ
、
営

農
活
動
の
負
担
軽
減
と
効
率
化

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
「
あ
い
作
」導
入
か
ら
日
が

浅
い
の
で
、
営
農
活
動
高
度
化

の
面
で
は
課
題
が
残
り
ま
す
。

今
後
は
情
報
共
有
の
容
易
さ
を

JAみづま
（福岡県）

組
合
員
と
Ｊ
Ａ 

双
方
の
視
点
か
ら

営
農
活
動
の
効
率
化
、
高
度
化
を
目
指
す

大
豆
、
ハ
ト
ム
ギ
の
栽
培
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
J
A
い
ち
ご
部
会
で
は
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）促
進

を
意
識
し
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
を
活
用
し
た
、
組
合
員
と
Ｊ

Ａ
担
当
者
の
営
農
活
動
の
効
率

化
と
高
度
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

同
部
会
の
組
合
員
と
J
A

　
Ｊ
Ａ
み
づ
ま
は
福
岡
県
久
留

米
市
の
南
部
に
位
置
し
、
管
内

の
三み
づ
ま
ま
ち

潴
町
で
は
振
興
作
物
と
し

て
、
野
菜
で
は
イ
チ
ゴ
や
タ
マ

ネ
ギ
な
ど
、
米
穀
で
は
米
、
麦
、

生
か
し
、「
圃
場
の
見
え
る
化
、

産
地
の
見
え
る
化
」を
実
現
し

ま
す
。
こ
の
「
見
え
る
化
」に

よ
り
、
産
地
情
報
と
事
前
出
荷

情
報
を
網
羅
的
に
把
握
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
よ
り
正
確
で
質

の
高
い
販
売
活
動
が
可
能
に
な

り
、
営
農
活
動
の
高
度
化
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

福岡県

佐賀県
大分県

熊本県

営
農
活
動
を
支
援
す
る

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
活
用

「
圃ほ
じ
ょ
う場
の
見
え
る
化
、

産
地
の
見
え
る
化
」で

質
の
高
い
販
売
活
動
を

講
習
会
で「
あ
い
作
」の
使
用
方
法
を
学

ぶ
生
産
者

タブレット端末を使って情報を送るＪＡ
職員

「あい作」は、株式会社NTTデータの登録商標です7 2022 2.28 vol.990
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JA紀南

　2010年に品種登録された「まりひめ」は、和歌山県オ
リジナル品種のイチゴです。和歌山県の民芸品「紀州てま
り」のようにかわいらしく、みんなに愛される品種となるこ
とを願って命名されました。
　大きくきれいな円すい形の果実は、光沢のある鮮やかな
赤色。果肉も赤色を帯びていて、甘味が強く、適度な酸
味があってジューシーです。
　ファーマーズマーケット紀菜柑の店長が自信をもってお
届けする「まりひめ」を、ぜひご賞味ください。 JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com

お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから【紀菜柑】和歌山ブランド まりひめ ２パック入り

……3350円（税込み）

JA全農のインターネットショッピングモール

きさいかん

「高知県産ゆず＆直七サワー」新発売
JA高知県、国分グループ本社㈱と共同開発
　全農は、JA高知県、国分グループ本
社と「高知県産ゆず＆直七サワー」を共
同開発しました。三幸食品工業㈱で製
造し、２月２３日に発売しました。高知
県産「ゆず」と「直七」のストレート果汁
を５％使用、アルコール度数を４％とし、
直七の爽やかな酸味とユズがやさしく香
る風味に仕上げました。    【営業開発部】
　ユズは奈良時代から栽培される歴史
の古い柑橘で、高知県は生産量が日
本一の産地です。直七は広島県尾道
市田熊で発見された柑橘で、正式名
称は田熊スダチです。高知県の南西に
位置する幡多地区で主に栽培されてお
り、特に宿毛市では魚料理に欠かせな

い食酢として古くから人々に愛されてき
ました。
　この商品は果皮表面のキズなどによっ
て青果として市場流通に適さないユズ
や直七を使用することで、生産者の所
得安定につなげたいという思いで開発
しました。高知県の特産品である2種
類の柑橘が調和した香り高い味わいに
なっています。
　関西・中四国・九州エリアのセブン
‐イレブン約6800店で販売しています。
また、セブン＆アイグループのヨークマー
ト、ヨークフーズ、シェルガーデン、イズミ、
天満屋ストアの一部店舗での販売も予
定しています。

※

店
舗
に
よ
り
、取
り
扱
い
の
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

毎週土曜日13時～ TOKYO FM系列38局ネット

リスナープレゼント
　3月5日放送のプレゼントは、「佐賀県産 ホワイトアスパラガス」です。
　国産では全国でもあまり栽培されていないホワイトアスパラガス。そ
の中でも佐賀県産のえりすぐりの太さのホワイトアスパラガスを準備し
ました。
　ゆでてそのままでもおいしいですが、焼いたり天ぷらにしたりして食
べるのもお勧めです。春の旬な食材を、この機会にぜひご賞味くださ
い。
　また、ＪＡタウンギフトカード4500円分を1名様にプレゼントします。

【広報・調査部】

応募は番組ホームページで受付中です。

応募締め切りは3月5日の放送で
ランキング1位の曲が発表されるま
でです。

JAタウン
ショップ名 さが風土館 季楽

この商品はこちらからご購入いただけます。

なおしち

かんきつ

すくも

発行／全国農業協同組合連合会　2022年（令和4年）2月28日発行（毎週月曜日発行）
第3386号　編集・発行人／広報・調査部　新妻成一　
〒100̶6832 東京都千代田区大手町1丁目3番１号ＪＡビル  ＴＥＬ03（6271）8055

『ＪＡ全農トピックス』の
ツイッターはこちらから

JA全農提供  ＢＳフジ（ＢＳ８チャンネル）
全国各地でスポーツや芸術などを頑張る子どもたちを地元の特産品で応援！
毎週水曜21：55～22：00（再放送は毎週火曜22：55～23：00）

「
五
郎
島
金
時
」香
港
へ
輸
出（
石
川
県
本
部
）

「ニッポンエール
沖縄県産完熟シークヮーサー」発売
（営業開発部）

「富山県春季
ミニバスケットボール大会」に協賛
（富山県本部）

令和3年度　各事業の主な取り組み（３）
耕種総合対策／施設農住事業／
耕種資材事業

海外拠点便り
（全農インターナショナル香港）

JAズームイン（福岡：JAみづま）

「高知県産ゆず＆直七サワー」新発売
（営業開発部）

「JA全農COUNTDOWN JAPAN」
プレゼント（広報・調査部）

ＪＡタウンショップ紹介
　JA紀南（和歌山県）

2面

3
面

4-5

6

8

7

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

Web
限定

「あおもり米っせ」キャンペーン
開催中（青森県本部）

「かながわ農林水産品マッチング商談会」
を開催（神奈川県本部）

新たな方法で「岐阜いちご」の
魅力をPR（岐阜県本部）

2

3

労働力不足を補う労働力派遣を推進（3面）

輸出に向け決意を述べるJA金沢市五郎島
さつまいも部会・酒栄優次部会長（２面）

「
高
知
県
産
ゆ
ず
＆
直
七
サ
ワ
ー
」

新
発
売（
８
面
）

「
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル 

沖
縄
県
産
完
熟

シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
」新
発
売（
2
面
）

広がる農業労働力支援、参加相次ぐ
（広島県本部）
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